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1990年代～2000年代の20年間は，全球的に気温上昇

が進行した期間であり，特に北半球寒冷圏では，北極

海氷減少，積雪面積減少，永久凍土温暖化と融解に代

表される大気・海洋・陸面での諸現象の変調が顕在化

した．このように，過去20～30年，温暖化のシグナル

が最も顕在化したのが北極域で，これはpolar ampli-

ficationと呼ばれている．しかし一方では，周辺の大

陸寒冷圏や日本では近年厳冬が頻発している．

約20年前に発刊された気象研究ノート「大気・雪氷

相互作用」（第177号：1993年）は，観測・解析・モデ

ルが一体となった寒冷圏の気候変動研究の萌芽期を象

徴する内容であり，後にGAME プロジェクトとし

て陸面過程の理解が大きく進歩した．しかし，それ以

降の寒冷圏における観測研究結果をみると，『地球温

暖化による影響』という枕詞と共に，限られた知見に

よる解釈をそのまま外挿する傾向に加え，統合的な理

解が意外と進んでいないのではないか，という疑念を

抱くようになってきた．

寒冷圏陸域は，微地形に関連した植生，土壌，凍

土，積雪等から成っているため，これらの構成要素の

現状と変調過程を俯瞰し，大気との間の多圏相互作用

を理解しなければならない．このような動機から，過

去20年間に寒冷圏陸域でどのような変動が起こり，何

が分かってきたのかについて，若手研究者に総説とし

てまとめて頂いた．Polar amplificationと一見相反

する近年の厳冬の原因についてもその研究最前線が紹

介されており，寒冷圏研究の専門家だけではなく，寒

冷圏以外の研究を生業とする研究者や異常気象に興味

を抱く気象予報士など多くの方々にも，気候システム

における寒冷圏の役割についての興味を抱かせる良書

である．

本研究ノートによって，寒冷圏の諸現象に興味を

持っていただき，今後どのような変動が現れ，連動し

ていくのか，次なる10年，20年の寒冷圏相互作用研究

の発展へのベンチマークとなれば幸いである．

GAME：GEWEX Asian Monsoon Experiment

（GEWEXアジアモンスーン観測計画）の略語

GEWEX：Global Energy and Water Cycle Experi-

ment（全球エネルギー・水循環観測計画）の略語
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